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九州大学応用力学研究所所報第 52号昭和 55年 ー

魚礁の集魚効果に関する聞き取り調査 (1)

北部九州沿岸漁民を対象とする調査について

井 上 進＊

概要

天然及び人工魚礁の集魚効果について， 正確な知識をもつことが， 最近とみに必要になっ

た．然し問題が複雑多岐にわたり，且つ実物の尺度が実験室の尺度に比べて格段に大きいこと

から，ある仮説を提唱してそれを実験によって験証する，という通常の研究方法をそのままお

し進めることは容易でないと思われる．

筆者は近年，魚礁の集魚効果について，沿岸漁民からの聞き取り調査を実施し，その際とり

かわされた会話を録音するという作業を行なっている．その目的は，集録された多くの資料の

共通点として，集魚効果の一般的性質を帰納することに在る．

本報告はその第 1報であり， 北部九州沿岸漁民を対象とする調査について述べたものであ

る． 1.まえおきには，この調査の目的について，また 2．会話集録の方法には，会話をテー

プに収めるに当っての注意事項，調査対象漁民の年令別，経験年数別，使用漁具別の分布等に

ついて述べる．最後に 3.聞き取り調査の集約には，各々の設問に対して，録音テープに集録

された漁民の反応を，個人単位ではなく， 1回毎の調査対象グループ（漁民単独の場合も含

む）単位で，イエス，ノー，ノー・コメントの 3つの型に分類する方法を述べる．更に，今回

の聞き取り調査の反省点として，（ 1) 1回の面接の対象者を複数でなく， 単数にすべきであ

ったこと，（ 2)対話のペースを守って， 各々の質問毎に， きちんとした回答を得たのち，次

の質問に進むべきであったこと，を挙げる．さらに，同一の質問が全 28グループ中 85％以上

のグループに発せられ（質問の機会を逸したグ）レープ数が 15％以下に止まること），然も質問

を受けたグループのうちの 85％以上のグループが，上記 3つの型の回答の何れか 1つに集

中した場合を， 全グ）レープの合意度が高いと見倣して， その条件を満たす回答事項を列挙す

る．就中，魚が魚礁に関して潮流の上流（シオアゲ）側に多く集まり，潮流の方向が変れば，

魚の群もそれに従って移動するという知見は，従来二，三の文献に記載されていることを裏書

きするもので，注目すべきものと忌われる．

付録 1は闘き取り渦査における質問事項の全文である．

付録 2は魚礁についての文献表で，集魚効果に対する解釈の態度その他によって8種に分類

されている． これらの文献は聞き取り凋査のための某礎資料として収集されたもので，年代順

に排列して，研究者並びに実際家各位の御参考に供する．

＊九州大学助手，応用力学研究所（岡部淳一紹介）
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1. まえ お き

最近“作る漁業”または“栽培漁業”の重要性が増大するにつれて，天然及び人工魚礁の集魚効果に

ついて，正確な知識を持つ必要性もとみに増加した．然しながら，生物学の研究に膜々見られる様に，

魚礁の問題に於てもまた，関与する要素があまりに複雑・多岐にわたるため，研究の急速な発展は極め

て困難であり， “魚は何故魚礁に集まるのか”という根本問題に対してすら，後に述べる様に（付録2

参照），諸説紛々として，未だに決着がつかない状態である．

筆者は，魚礁の集魚効果の解明に対して，主として流体力学の立場から，アプローチを企てているの

であるが，筆者の研究方針についてここに一言する．

魚礁については，問題の性質があまりに複雑であることと併せて，実物の尺度が通常の実験室の尺度

に比べて格段に大きいことを考慮すべきである．従って，理論的に組立てられた仮説を提出して，小規

模の実験によってそれを験証するという通常の方法で，研究の目的を達することは，非常に困難である

と思われる．それに代るものとして，筆者は沿岸漁業に現在従事している漁民が，魚礁に対して持って

いる実際的な知識や経験を，できるだけ忠実な形でひろく収集し，それを整理・分類して，結論—或

いは結論の方向一ーを帰納する方法を採ろうとする．魚礁の集魚効果について，現在行なわれている如

何なる理論も，また将来提出される如何なる新理論も，この様にして集められた実際上の知見を，少な

くとも大筋では合理的に説明し得ない限り，その正当性を主張することはできないはずである．

この観点に立って，筆者は沿岸漁業に現在従事している人々と直接対話して，生の会話を，テープレ

コーダーによって録音するという作業を開始した．具体的な集録方法については後に述べるが，我が国

漁業の衰退，漁民の転廃業の発生，後継者の不足，等が云々される今日，漁民諸氏が永年にわたる職業

的経験から獲得された貴重な知識もまた，断絶の危機に瀕しており，現在の機会を逃がしては，それを

直接収集することは極めて困難になるであろうと思われる．

会話の主題が天然及び人工の魚礁に集中することは当然であるが，話題は屡々予定された範囲を超

え，昭和50年代における沿岸漁業の生々しい断面を伝えている． 筆者はこれらの録音テープを細心の

注意を以て取扱い，長く保存に耐えるように管理するつもりである．

本報告は， この調査作業が緒についた時点で，その第 1報として公にするもので，面接の対象者は北

部九州沿岸漁民に限られている．この作業を今後も長期間継続して，他の地方の漁民諸氏との対話を集

録する機会の与えられることを筆者は衷心より希望するものである．本報告の内容について，読者諸賢

の御批判・御助言を仰ぐことができれば，望外のしあわせである．

この調査を行なうに当たり，京都大学名誉教授山田彦児先生から御激励のお言葉を戴き，また応用カ

学研究所岡部淳ー教授からは全般的な御指導を賜わりました．同じく，竹松正樹教授からは質問事項原

稿の作成について御助言を恭くし，星野スマ子技官からは原稿作成に際して御援助を，また農学部水産
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実験所中園明信助教授からは論文内容に関連する種々の問題について御助言を戴きました．ここに厚く

御礼申し上げます．最後に，この調査に対して快く御協力下さった辱知各位，関係各漁業協同組合，並

びに漁民各位に対して，心からお礼を申し述べる次第であります．

2. 会話集録の方法

先ず，すべての聞き取りを通じて話題の統一をはかり，遺漏と混乱とを避けるために，質問のシナリ

オとも言うべきものを予め作成した．その全文を付録 1に示す．但し，このシナリオにあまりに拘泥す

ると，会話に自由さが無くなり，漁民の率直な意見を聞くという調査の目的に反することになるのでは

ないかという懸念から， シナリオは対話全体の枠組みとして，筆者の頭に入れておくに止め，臨機応変

に対話を進めてゆくことにした． この態度の功罪については後に述べる．

このシナリオは，調査を企画するに当って第 1稿を作成し，応用力学研究所内外の，流体力学，海洋

流体力学，水産学専攻の数氏に閲読を依嘱し，その御意見に従って加筆・訂正を施したものに，更に数

次の面接による経験をも加味して，逐次手を加えて行ったものであって，今後もなお改訂の作業を続け

るべきものと考えている．

聞き取り調査を計画するに際して，前もって注意したのは次の 2点である． （1)漁民に抵抗感を抱

かせないこと．筆者としては，漁民からの無用な誤解を避けるために，魚礁の具体的な位置など，その

情報を漏らすことが，漁民にとって直接経済的な損失につながる恐れのある事項については，質問を差

し控えたまた，聞き取りによって得られる知識を，学術研究の目的以外には利用しないことを明言し

た．勿論，質問が些かも強制的な印象を与えない様，またできるだけ堅苦しくならない様，充分配慮し

たつもりである．その効果があったためか，漁民諸氏は何れの場合に於ても，極めて協力的であり，屡

々筆者の調査を激励してくれ，また次に面接すべき対象者を紹介してくれることも稀ではなかった．

(2)個々の聞き取りの独立を保つこと．そのために，“世間ではかくかくのことが言われているが”

とか，または“以前に面接した誰さんはこの様に言っていたが”とか，その他誘導的な，または少しで

も先入感を抱かせる様な話し方を一切避けた． この様にして集録された個々の聞き取りの内容は，原則

的には，完全に独立していると考えてよいし，従ってそれらの中から共通に浮かび上ってくるポイント

は，一応一般的な妥当性を持つものと見倣してよいと思われる．

聞き取りのための面接対象者の選定は，地区の漁業協同組合に推薦を依頼した場合，筆者の知人より

の紹介に依った場合，聞き取り調査に応じた人が新たな侯補者を紹介してくれた場合，以上の 3通りが

あったが，魚礁利用の頻度の大きいこと，魚礁に対する知識や関心の高いこと，などを積極的に人選の

条件にしたわけではなく，言わば自然のなりゆきに任せた人選であった．また，候補者から面接を断ら

れたことは 1度もなく，常に快く応待していただいたことは筆者の大きな喜びであった．

今回の調査場所は，福岡，佐賀， 長崎の 3県にまたがる北部九州沿岸27個所で， 調査地点の詳細な

地名は図 1中に示す． 聞き取りには，晨々複数の漁民に出席してもらって， 同時に会話を交した場合

があり (1件，複数人と数える），また唯1例ではあるが， 同一人に再度面接をお願いしたことがあっ

た（あわせて 1件， 1人と数える）． この様な数え方で，面接件数の合計は28件，対象者の合計は 57
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図 1 聞き取り調査実施場所

①宗像郡福間町緑町，②宗像郡福間町南町，③宗像郡玄海町神湊，④福岡市東区大字勝馬，

⑥福岡市東区志賀島本町，⑥宗像郡津屋崎町， ⑦宗像郡大島村 (2件）， ⑧柏屋郡新宮町

新宮，R宗像郡玄海町鐘崎，⑩遠賀郡岡垣町波津，⑪糸島郡志摩町岐志，⑫長崎県平戸市

宝亀町紐差，⑬粕屋郡新宮町相島，⑭福岡市東区大字奈多，⑮糸島郡志摩町船越，⑮佐賀

県東松浦郡肥前町晴気，⑰栖岡市西区大字西浦，⑬福岡市西区大宇宮浦，⑲佐賀県東松浦

郡肥前町星賀，⑳糸島郡志摩町芥屋，＠佐賀県東松浦郡肥前町大浦浜，＠佐袈県東松浦郡

肥前町高串，⑳福岡市西区大字玄海島，⑳糸島郡志摩町野北，⑮宗像郡玄海町地島泊，⑮

宗像郡玄海町地島豊岡，＠長崎県壱岐郡郷ノ浦町渡良浦

注：県名のないものはすべて福岡県．番号は調査実施の順．

人であったまた調査には原則として休漁期を利用するので，昭和 53年 1月から 3月までの調査が 15

件， 21人，昭和 54年 1月から 3月までが 13件， 36人であった テープの 1件当りの録音時間につい

て言うと，最長90分，最短25分，大部分は 50分程度であった．

聞き取り調査の対象者を年令（面接実施時に於ける満年令）で区分すると， 30ないし 40歳 (4人），

41ないし 50歳 (25人）， 51ないし 60歳 (20人）， 61歳以上 (8人）．また経険年数（年数の測りかた

は上に同じ）で分けると， 1ないし 10年 (1人）， 11ないし 20年 (5人）， 21ないし 30年 (20人），

31ないし 40年 (24人）， 41年以上 (7人）であった

また採用している主な漁具について分類すると (1年を通じて漁具が一定しない場合には，それを使

用する年間月数が最も多い漁具の組に所属させる）， 1本釣（遊漁船を含む） （26人）， 1そうごち網

(6人）， 2そうごち網 (6人），まき網 (7人），はえ縄 (3人），定置網 (2人），小型底引網(6人），

ダイビング (1人）であった．
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天然魚礁と人工魚礁との利用頻度の比較について見ると，定置網では天然礁のみ利用， 1本釣，まき

網，はえ縄の場合は天然礁の方が頻度大，ごち網では天然，人工がほぼ半々，小型底引網では岩礁の無

い海底のみを利用し，従って魚礁の使用ゼロという結果が出ている．

3. 聞き取り調査の集約

今回の聞き取り調査で集録された漁民諸氏の知見の内容は，当然のことながら，全部が一致するもの

でなく，相当の散らばりを示している，それらを整理して，集魚効果に閑する一応の結論を帰納する作

業には，尚かなりの労力と時間とを必要とするであろう．詳細な分析は，更に多くの調査結果を得て，

続報に於て行なうこととして， ここでは録音テープを連続的に聞き直して，漁民の意見が殆ど一致して

いると思われる部分だけを抜き出してみよう．

合意部分についても，その正当性の裏付け，各事項相互間の関連性の検討，北部九州というー局地で

集録された資料の持ち得る一般性の評価など，取り上げるべき問題は尚多いのであるが，それらはすべ

て後日に譲ることとする．以下，今回の調査結果の集約法，その結果明らかになる合意度の高い事項，

今回の面接方式に対する反省点と将来に対する改良指針について，この順序で述べる．

3.1． 集約の方法

(1) 先ず，付録 1に全文記載された所謂質問シナリオの個々の設問を，適当な段落で区切って，若

干数の小設問に分割する．例えば，設問 (5)は次の様な 6つの小設問に分解される． （a)魚礁に天

然礁と人工魚礁との 2種類があるのは御存知の通りですが，あなたは魚礁を利用して漁をされますか．

(b)魚礁はあなたの漁業活動にとって有用だと思われますか．（ c) とくに人工魚礁の経済性につい

て，価値が高いと思われますか， （d)天然礁と人工魚礁とを比べて，あなたが漁場として利用される

のは，どちらの場合が多いですか．その大よその割合を教えて下さい． （e)また，そこでとれる魚種

は何ですか．（ f) とれる魚は季節，昼，夜，天候によって違いますか．

(2) 各々の聞き取り調査の対象者には，単数の場合と複数の場合とのあったことは前に述べた．複

数の場合，グループを構成する各個人が 1人ずつ独立して質問に対応してくれるのが最も望ましいので

あるが，現実には，グ）レープの中の特定の人（または人々）が代表して質問に答え，残りの人達は沈黙

を守っている，という状況が應々現出した．沈黙していた人々の意見をどの様に評価すべきかというこ

とは，非常にむずかしい問題であるが，元来質問の内容そのものに個人個人の利害の対立する可能性が

ないと思われることから，ここでは発言しなかった人の意見は代表発言者の意見とあまり大きな差が無

かったものと見倣した．そしてグ）レープの構成員 1人ずつの意見を調査することをあきらめて， 1つの

グ）レープがある小設問に対してどの様に反応したかをしらべることに止めた．

(3) 具体的な方法は次の様である． 回答を典型的に， イエス， ノー， ノー・コメント(“さあ，”

“どうですか，”“わかりません”など，ィエス，ノー以外の回答）とする．イエス・ノー型以外の答が

要求される質問でも，説明の便宜上ここでは，イエス・ノー型に引き直して考えることにする．録音テ

ープを聞きながら，各々の小設問に対して，イエス，ノー，ノー・コメントを発言者の数だけマークし

てゆく．沈黙は積極的には記録されないけれども，グ）レープの総人数と発言者の数との差として，あと
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から見出すことができる．例えば，前記設問 (5)の小設問 (f)に対して，ある被面接グループ（昭

和54年 2月23日，福岡県糸島郡志摩町野北で行なわれたもの．グループ総員4人）の反応は次の様で

あった．イエスと答えた人0, ノー 2人，ノー・コメント（さあ） 2人，沈黙0.

とくに注意しておきたいことは，今回の聞き取り調査に関する限り，同一の質問に対して，同一のグ

ループの中に，イエスと答えた人とノーと答えた人とが共存した例が無かったということである． これ

があとの整理を非常に容易にしたことは事実であるが，果して回答の精確さを示す好ましい現象なの

か，それとも，グループ内で明らさまに反対を表明することのむずかしさを示す，むしろ好ましくない

現象なのかは必ずしも明らかでないこの点の反省については後に触れるつもりである．沈黙以外の反

応で共存したのは，ィエスとノー・コメントまたはノーとノー・コメントであった．ノー・コメント発

言の処理にもまたむずかしい問題が含まれるものと思われるが，差し当り， 沈黙の処理と同様，前者

はこれをイエス，後者はこれをノーとして処理する．発言がノー・コメントのみの場合は，勿論反応は

ノー・コメントとして整理した．沈黙している人の見解は，前述の様に，発言者の意見を消極的に支持

したものとして， 結果的には単純に無視されたことになった． この様な整理法によれば，上記昭和 54

年2月23日のグループの設問 (5)の (f)に対する反応は，“ノー”として処理されることになる．

今例えばある小設問に対して，全28グループのうち， 18グループがイエス， 6グループがノー， 4 

グループがノー・コメントと反応したとき，それらを分数の形でイエス 18/28, ノー 6/28,ノー・コメ

ント 4/28と記載する．

(4) この様にして， 面接に応じたすべてのグループの反応が，個々の小設問ごとに， イエス， ノ

ー，ノー・コメントの何れか 1つに仕分けされることになる． “面接に応じた”とわざわざことわった

のは，質問者としての不慣れのために，筆者自身対話のペースに巻き込まれて，質問の機会を逸したま

ま先へ進んだ場合が相当数発生したことを，テープを聞き直してみて初めて発見したことで，このこと

についても，今回の聞き取り調査の反省事項として，後に述べるつもりである．

質問の機会を逸した場合の処理は次の様にする． 1グループに対して質問を怠ったとき，上の分数の

分母を27, 2グループに対して怠ったとき 26,以下同断， とする． この様にすると，すべての小設問

に対して（但し，設問（ 1)ないし (4)，及び (22)ないし (24)は，魚礁の問題と直接関連がな

いので，整理の対象から除く），ィエス， ノー，ノー・コメント（又はこの 3つの型に対応する回答）

と答えたグループの数を，それぞれ分数の形で表わすことができる．

(5) 質問の機会を逸した事例が思いの外大きいことが判ったので，聞き取りで得られた資料の全部

を詳細に分析することが不可能となり，この点は非常に残念であったこの報告ではとりあえず，全グ

ループの合意の程度の高い回答を次の様にして選び出した．

聞き取りグループの反応を示す分数の中で，分母が全28グループの85彩以上であること（質問の機

会を逸したのが，全グループ数の 15彩以内に止まること），更に分数の値が0.85以上であること（質問

をうけたグループのうち， 85％以上のグループが特定の反応を示したこと）．この 2つの条件を満たす

のは次の場合である．分母が28のとき，分子は24以上，分母が27,26のとき分子は23以上，分母が

25のとき分子は22以上，更に分母が24のとき分子は21以上．
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3. 2. 集約の結果

この様な基準によって，すべての（但し， 魚礁と直接関係のないものを除く）小設問総計49題のな

かから，条件を満たすものを選び出すと，下の 6つの小設問が残った（付録 1参照）．

(1) 設問（ 5)の (C) ：とくに人工魚礁の経済性について，価値が高いと思われますか．イエス

27 /28, ノー・コメント 1/28. 

(2) 設問 (6)の (c) ：海藻とその中に住んでいる小魚類と，それを食べる大きな魚，これら 3

つがきまった組合わせを作っていることに，気がつかれたことがありますか．イエス 24/26, ノー・コ

メント 2/26.

(3) 設問（ 7)の (C) : （魚礁で漁をされるとき）潮時を考えて漁をされますか．イエス 26/28

（（内容：潮のキバナ（強くなるとき）とヤオリ（弱くなるとき）とが最も喰イガ立ツ（魚がよく釣れ

る）．潮が止まれば魚は釣れなくなる）），ノー 2/28.

(4) 設問 (8)の（ a) :魚礁で漁をされるとき， ある種類の魚はいつでも潮流の上流（シオア

ゲ）側に，また別の種類はいつでも下流（シオシタ）側にいる，というようなことがありますか．魚は

いつでも上流側にいる 27/28. いつでも下流側にいる 1/28.

(5) 設問 (8)の (c)：満潮，干潮で潮の流れが変るときは，魚もそれにつれて移動しますか．

イエス 24/25, ノー・コメント 1/25.

(6) 設問 (10)の（ a) :魚礁の潮上側と潮下側で，水が海底からふきあけたり，ふきおろしたり

しているのに気がつかれたことがありますか．イエス 2/27, ノー 23/27, ノー・コメント 2/27.

前に述べた様に，質問の機会を逸した場合が相当に多いので，重要な設問が検討の対象から除外され

ることとなり，詳細な吟味に立ち入ることは困難であるけれども， 上記事項中， （4) と (5) とはと

くに注目すべきものと考える． 即ち， この事実は古くは文献 (2)，最近では文献 (27),(83)に指

摘されている処で，新しい発見というわけでは決してないけれども，これが今回の調査によって，殆ど

決定的に確かめられたことは相当重要なことと思われる．これらの事実からまた，魚礁の集魚効果は，

海水の運動に根本的に影響されるものであり，従って集魚効果の研究は，海水の運動に関する流体力学

的なメカニズムの解明なしには不可能であることが暗示されている．

3. 3, 今回の聞き取り調査における反省点と将来に対する改良指針

(1) 今回の聞き取り調査では，全28件の面接に於て，被面接者が単独の場合15件，複数の場合13

件であったが，結果的に見て，面接対象者を複数に選んだことは失敗であった．即ち，その場合，前に

も述べた様に，数人の被面接者のうち，特定の人（または人々）が常に質問に対応し，残りの人々は沈

黙しているという状況ができ易かった． この様にして，調査時間を節約しながら，然もできるだけ多く

の人から聞き取りを行ない度いという筆者の試みは失敗であった．面側でもやはり， 1人ずつに対する

面接を数多く繰り返すより他ないと痛感した次第である．

(2) 対話に自由さを保ち，聞き取り調査の対象者から，できるだけ率直な知見を引き出すために，

質問事項（付録 1)を棒読みせず，それを頭に入れておいて，実際の会話はなるべく日常の対話のスタ

イルで行なう様に努めたが，これも結果的には失敗であった．即ち，率直な意見を聞き出すことにはか
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なり成功したと思われるが，その反面，筆者の不慣れのためもあって，ややもすれば，回答者のペースに

乗って対話が進行し，質問の機会を逸した設問を残したままで，対話が先に進むというケースが数多く

発生し，結局集約の段階で充分な吟味を行なうことができなかった．対話がある程度まで自由さを失う

のは止むを得ないこととして，やはり 1つ 1つの小設問ごとに会話を区切って，回答を確認しながら，

次の質問へ進むという方式を採るべきであった．

以上述べた様に，今回の調査には多くの欠点ないし不充分の点があったにも拘らず，第1報としてそ

れを公にしたのは，ひとえに，全般にわたって読者各位の御教示・御批判を得て，今後の調査活動の参

考にさせていただきたいと思うからで，御高教を重ねてお願い申し上げる次第である．

付録

聞き取り調査の質問事項

(1) 今日水産学の専門家の間で，魚礁（以下，人工魚礁と天然礁，すなわち浅瀬のことを，ひとま

とめにして，魚礁と呼ぶことにします）に魚が集まるのは，餌が多いからだとか，魚が陰影を好むから

だとか，危険に際して身を隠すことができるためだとか，魚礁のまわりに潮の流れで渦ができるのが原

因だとか，その他いろいろな説があって，何故魚礁に魚が集まるのか，はっきりした結論はまだ得られ

ておりません．

私どもは，この問題を主として流体力学の立場から，調べてみようと思っています．つまり，潮流そ

の他一般に海水の流れが原因となって，例えば，魚の餌になる小さな動植物が魚礁に集まり，更にそれ

を食べる大きな魚がそこに集まってくる一ーそういう風な自然界の仕組みがあるのではないかという立

場から，この問題を調べてみようと思い立ったわけです．そこで魚礁のまわりの海の状況について，と

くに海水の運動に関連して，いろいろ伺いたいと思います．

現在漁業に携わっておられる多くのかたがたに， こういう風にしてお話を伺って，そのかたがたが長

い間かかって貯えられた貴重な経験をお話し戴き，それを集めて整理し，その中から共通のポイントを

選び出す一そういう方法によって，海水の運動が魚礁附近に魚を集める効果を本当に持つのかどうか

を，学問的に調べたいと思います．

この研究の最終の目的は，魚礁に魚が集まるのは何故か，という大きな問題を解決して，できるだけ

集魚効果の大きい人工魚礁の形や作り方を知ろうとするものです． この調査はその基礎資料を集めるた

めのもので，学術研究の立場以外には，その内容を外部に漏らすことはありません．また，外部に漏れ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



魚礁の集魚効果に関する聞き取り調査 (1)

，
 

て困ることについては，お話し戴かなくて結構です． この趣旨をよく御理解の上，お差支えのない範囲

で御協力下さるようお願いします． これから，いろいろおたずねを致しますが，答えにくい質問には，

御遠慮なく，‘‘知らない”とか“分らない”とかおっしゃって下さい．

(2) 先ず，あなたの住所，氏名，年令，経験年数を伺います．

(3) (a)あなたがいま採用しておられる漁具 (1本釣，ごち網，まき網，等）は何ですか．（ b)

また，漁獲の対象となる主な魚種ととれる季節（または月別）とを教えて下さい．

(4) （a)使っておられる漁船は何トンですか．（ b)また，乗組員は何人ですか．

(5) (a)魚礁に天然礁と人工魚礁との 2種類があるのは御存知の通りですが，あなたは魚礁を利

用して漁をされますか．（ b)魚礁はあなたの漁業活動にとって有用だと思われますか．（ c) とくに人

工魚礁の経済性について，価値が高いと思われますか． （d)天然礁と人工魚礁とを比べて， あなたが

漁場として利用されるのは，どちらの場合が多いですか．その大よその割合を教えて下さい． （e)ま

た，そこでとれる魚種は何ですか．（ f) とれる魚は季節，昼，夜，天侯によって違いますか．

(6) (a)天然礁と人工魚礁をひとまとめにしてお話を伺います．魚礁の附近には，その魚礁に特

有の生物（海藻類，カキ，フジツボ，等）が付着していますか． （b)また， 大きい魚の餌になる小魚

類がたくさん住みつくことがありますか． （c)海藻とその中に住んでいる小魚類と， それを食べる大

きな魚，これら 3つがきまった組合わせを作っていることに，気がつかれたことがありますか． （d) 

もしそういう組合わせがあれば， この組合わせは魚礁の位置や種類によって，いろいろに変わるもので

しょうか．

(7) (a)魚礁で漁をされるとき， 魚群探知機（魚探）を使用されますか． （b)また潮の流れ，

方向，速さ，等を考えながら漁具を入れられますか．（ c)潮時を考えて漁をされますか．（d)また，

潮の方向が急に変った時はどうされますか． （e)漁具の入れかたは季節，天候，魚の種類， 大潮や小

潮によって違いますか．（ f)昼と夜とではどうですか．

(8) (a)魚礁で漁をされるとき，ある種類の魚はいつでも潮流の上流（シオアゲ）側に，また別

の種類はいつでも下流（シオシタ）側にいる，というようなことがありますか．（b) もしそうならば，

潮上側にいる魚は何で，潮下側にいる魚は何ですか． （c)満潮，干潮で潮の流れが変るときは，魚も

それにつれて移動しますか．

(9) いま漁をされている魚礁附近の水深は何メートル位ですか．

(10) (a)魚礁の潮上側と潮下側で，水が海底からふきあげたり，ふきおろしたりしているのに気

がつかれたことがありますか． （b)魚はふき上げ側にいる事が多いですか． ふき下げ側にいることが

多いですか．

(11) (a)魚礁の潮上側と潮下側で，水が渦を巻いていることがありますか． （b)渦と，ふき上

げ・ふき下げとは，海の表面を見て区別できますか． （c)渦を巻いている処では， 海水の温度が特に

低いとか高いとかいうことがありますか． （d)海藻などの標流物で渦やふき上げ・ふき下げなどを見

分けることができますか．

C 12) Ca)魚礁の附近でとれていた魚が，季節が変ったり，気象（風向き，風力，気温）が変った
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りすると，急にとれなくなることがありますか． （b)また 1日の間でも， 風向きによって漁獲量が変

りますか．

C 13) Ca)人工魚礁の種類についておたずねします．沈船（木・鉄），古いバスや古クイヤ，柴，

土管，コンクリート・プロック，また最近ではプラスチック製などがありますが，その中のどれが魚礁

としてすぐれているとお考えですか．（b)各々について集まる魚の種類が違いますか．（c)また，コ

ンクリート・プロック，鉄，木（柴）のうち，どの材料が集魚効果が一番大きいでしょうか． （d)こ

れらの各々についても，集まる魚の種類が違いますか． （e)魚の種類は魚礁の形や色によってきまる

のでしょうか．それとも材料によってきまるでしょうか．

C 14) Ca)人工魚礁を造成されるとき，海底の状況（荒砂，貝がらまじりの細い砂，粘土，等）を

考えて資材を入れられますか．（b)魚の通り道については考えられますか．

(15) (a)人工魚礁は入れてからどの位の時間（何ヶ月，又は何年）経ってのち，魚が付き始めま

すか．（b)その後はずっと変りませんか．（c)それともまた，あまり年が経つと，逆に，だんだん魚

が集まらなくなるということがありますか．

(16) (a)人工魚礁は 1回入れると， そのまま放置するのですか． （b)時々補修されますか．

(c)どういうエ合にして補修されますか．

(17) (a)網漁業および 1本釣では，各々その漁法に適した規模の魚礁があると思われますが，ど

うでしょうか．（b)網用の魚礁， 1本釣用の魚礁について， 1番適当な形，大きさ，高さ等があれば

教えて下さい．

(18) (a)操業中魚礁に網がひっかかるという事故は屡々発生しますか． （b)天然礁と人工魚礁

とで，網の事故はどちらが発生し易いですか． （c)網がかかったままで放置しておくと，魚礁は魚を

引き寄せる力を失って，魚は集まらなくなりますか．それともとくに変化がなく，依然として魚は集っ

てきますか．

(19) 大漁には周期がありますか．

(20) 低気圧の通る前の漁（マエリョウ）と，通った後の漁（アトリョウ）とでは，どちらが漁獲

が多いですか．

(21) その他，天然礁や人工魚礁について， つねづね気がついておられることがありましたら，な

んでも教えて下さい．

(22) 200浬問題や後継者問題について，お考えを聞かせて下さい．

(23) 最後に沿岸漁業の今後の展望と，資源保護についての御意見を聞かせて下さい．

(24) 録音場所と日付（井上吹込み）．
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付録 2

魚礁に関する文献集（その 1)

11 

魚礁に関しては，古くから国内，国外で数多くの著書や研究論文が刊行されていて，それらを網羅す

ることは，最早不可能に近いけれども，魚礁の経済的な重要性がとみに増大した今日，研究者並びに漁

業従事者各位の御参考に供するために現在入手できる範囲に限って，魚礁に関する文献の一覧表を公

にすることは，相当の意義があると思われる．

以下に示すのは，筆者が魚礁の集魚効果に関する聞き取り調査を行なうに当って，基礎資料として収

集し得た文献を整狸したもので，分類の種別は（ 1)魚礁の集魚効果の一般的な解説や調査の実例等，

(2)集魚効果に関する種々の学説を全体的に解説・紹介したもの，次に集魚効果の種々の学説のうち，

それぞれ（ 3)陰影説，＊1 (4)餌料説，＊2 (5)禍動説，＊3 (6)逃避場説，＊4 及び（7)本能説＊5をと

るもの，最後に (8) として，集魚効果以外の問題，とくに人工魚礁の構造を取扱った文献，以上 8通

りとする．

文献の記載法は応用力学研究所所報の規程に従う．即ち，論文の場合，

著者名：論文名，誌名 巻（号） （発行年） ファースト・ページ （分類番号）．

の順とし，巻（又は号）数が欠の際はその欄を除く．不明の場合は欠欄とせず，？を付けるまた，著

書の場合は

著者名：書名 （発行所，発行地，発行年） p. ファースト・ページ （分類番号）．

とする．著書のファースト・ページは関連ある章（節）の第 1頁を示し，著書全体が関連すると思われ

るときは p.1とする．発行年は西歴によって記載する．

文献は発行年順に排列する．同じ年の中では，筆頭著者の姓の五十音順とする．分類は最後に記した

番号によって示す．番号は上記 (1)ないし (8) に対応する．但し，およそ分類に，或程度の主観が

はいることは避けられないので， この分類も大体の目安を示すものと考えていただきたい．本報告執筆

時以降に収集した文献は，適当な方法で順次追加発表することとする．

*1 魚には陰影（若しくは黒色）を好む性質があり，魚礁の作り出す陰影が集魚の誘因となるとする

もの．

*2 魚礁には小型の生物が付着し，それを餌とする小魚類，更にまた，小魚を餌とする大型の魚が棲

みつくとするもの．

*3 魚礁のまわりに潮流によって作られる湧昇流によって，栄養塩が水底から巻き上げられ，そこに

プランクトン類が集まり，それを餌とする小魚類，更にそれを食う大型魚が集まるとするもの．ま

た魚礁から発生する渦による圧力の変動（音）が，集魚の誘因であるとする説もこれに入れる．

*4 魚礁は魚に避難場所を提供し，それが集魚の誘因であるとするもの．

*5 魚は自然に放置すれば，物体のそばにすりよる性質（走触性）があり，従って魚が魚礁に集まる

のは，その本能によるとするもの．
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